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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第２問 問３

正解率 21.4％
SS60～65 46.1％
SS55～60 28.5％
SS50～55 18.5％
SS45～50 10.9％

第２問 問３化学基礎

酸化還元反応の量的関係に関する計算問題で、各学力層の間で差がついた

2022年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「化学基礎」
受験者数： ８0,215人
平均点： 19.0点
標準偏差： １０.0

【出典】 問題・集計結果データともに、
2022年度「第１回ベネッセ・駿台大学
入学共通テスト模試」より。

「物質の変化」の分野から酸化還元反応を扱った計算問
題で、化学反応式における物質の酸化数の変化に関する
理解と、量的関係をもとに計算する力が求められました。
受験生全体の43.6％が、H2O2が酸化剤としてはたらく式
⑵をもとに量的関係を導いたとみられる誤答（選択肢②・
⑤）に集まり、各学力層の間で正解率に差がつきました。

結 果 分 析

指導の ご提案

本問では一般に、次の３ステップで解答を導きます。
１．化学反応式中の各原子について、その酸化数を求める。
２．１．の酸化数の変化から酸化剤と還元剤を特定する。
３．化学反応の量的関係をもとに計算する。
このうち、１．と２．では酸化数に関する知識の定着とその
活用が、３．では計算力がそれぞれ求められます。そして本
問では、２．と３．を着実にできるかどうかがポイントでした。
共通テスト「化学基礎」において、このような基本的な知
識・技能をもとに解答させる出題は少なくありません。これ
から２か月間のご指導の一例として、基礎事項とその代表
的な活用法を定着させるため、知識を活用して正解を導く
問題演習にくり返し取り組ませることが考えられます。実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028cb2.pdf

